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[総論 ] 
社会 学 に お ける 要素 還元 アプ ロー チ 


[ 要 財 | 


要素 選 元 アプ ロー チ は 、 全 体 社会 の 中 で 活動 する 個人 を 、 粒 
子 、 構 成 部 品 と し て は っ きり 可視 化す る 社会 学 、「 個 人 の 見 
える 社会 学 」 を 目指 す 。 

社会 を 構成 する 個々 人 の 心理 、 神 経 系 の 活動 を 、 全 体 社会 を 
分 析 す る 視点 の 中 に 取り 入れ る こと で 、 心理 学 と の 視点 共有 
を 目指 すこ と 。 

従来 の 、「 社 会 は 個人 の 総計 以上 の 存在 で あり 、 外 在 し て 
個々 人 を 拘束 する も の で ある 」 と いう 伝統 的 な 社会 学 の 考え 
方 を 批 剤 する こと 。 

社会 は 、 相 互 作 用 する 個々 人 の 集合 体 で あり 、 そ れ 以 上 で も 
以下 で も な い 。 

社会 は 、 要 素 と し て 、 個 々 人 の 心理 、 お よび 個人 間 を 結ぶ コ 
ネ ク タ へ と 選 元 され る 。 社 会 行動 は 、 個 人 神経 償 間 の 相互 作 
用 に 選 元 され る 。 


[社会 の 要素 選 元 ] 


要素 選 元 アプ ロー チ と は - 社会 学 - 。 


要素 選 元 アプ ロー チ は 、 全 体 社会 の 中 で 活動 する 個人 を 、 粒 
子 、 構 成 部 品 と し て は っ きり 可視 化す る 社会 学 、「 個 人 の 見 
える 社会 学 」 を 目指 す 。 


社会 を 構成 する 個々 人 の 心理 、 神 経 の 活動 を 、 全 体 社会 を 
分 析 す る 視点 の 中 に 取り 入れ る こと で 、 心 理学 と の 視点 共有 
を 目指 すこ と 。 


従来 の 、「 社 会 は 個人 の 総計 以上 の 存在 で あり 、 外 在 し て 
個々 人 を 拘束 する も の で ある 」 と いう 伝統 的 な 社会 学 の 考え 
方 を 批 鹿 する こと 。 


社会 は 、 相 互 作 用 する 個々 人 の 集合 体 で あり 、 そ れ 以 上 で も 
以下 で も な い 。 個 人 を 超え て 外 在 し な いこ と 。 

社会 は 、 要 素 と し て 、 個 々 人 の 心理 、 お よび 個人 間 を 結ぶ コ 
ネ ク タ へ と 選 元 され る 。 社 会 行動 は 、 個 人 間 の 相互 作用 に 記 
元 さ れる 。 

文化 は 、 個 々 人 の 頭 の 中 、 神 経 の 中 へ と 四 元 され る 。 
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社会 は 個人 に 選 元 で きる 。 


社会 は 個人 に 選 元 で き な い と する 創発 性 は 、 色 で ある 。 


ある 一 人 の 行為 者 に と っ て 、 社 会 と は 、 SF 
で ある 。 それ は 、 一 人 の 意 の まま に な ら な い 、 思 い 通 り に 
らい 。 店 9 ご 入 才 0 作 きま 折り の イ ヤリ 
あり 、 個 人 に 選 元 で きる が 、 個 人 で は 動か せな いと いう 点 
で 、 個 人 を 超え た 存在 で ある 。 


個人 は 、 各 自 、 個 別 の 事情 を 抱え て お り 、 自 分 に 都合 の よい 
こと を し よう と する が 、 そ れ が 他人 に は 迷惑 に な っ て いる こ 
と が ある 。 


人 間 は 、 他 人 が 周明 に いる と き と 、 い な いと き と で 仁 な る 行 


動 を し よう と する 。 人 間 は 、 自 分 と 同じ こと を し よう と する 
人 が 周囲 に いる と 、 気 が 大 きく な っ て 、 自 己 が 拡大 し た よう 
な 気 に な っ て 、 一 人 だ け の 時 と は 違う こと を する 。 人 間 は 
周囲 に 、 自 分 と 同じ 文化 を 共有 する 仲間 が 数 人 で も いる と 、 
気 が 犬 きく な か っ て 、 一 人 で は で き な い こと が で きる 。 

気 が 大 きく な る こと は 、 一 人 で は 起き な い の で 、 「 社 会 」 の 
お か げ と いう 説明 が 、 これ まで は な され て きた 。 確か に 、 

個人 の 心理 は 、 一 人 で いる 時 と 、 周 り に た くさ ん 他人 が いる 
時 と で ( + 異 な る 。 周囲 に 他 者 が いる 時 は 、 他 者 と の 間 に コ 

ミュ ニケ ーション や 相互 作用 の た め の ブ リッ ジ が 成立 する た 
めで ある 。 


これ は 、 他 者 の 援助 が ある と 思う か ら 気 が 大 きく な る 。 他 者 
が いる こと に よっ て 初め て 起き る 、 一 人 単独 で は 起こ ら な い 
心 理 が ある の は 確か で ある 。 こ れ が 、 社 会 は 、 個 人 単独 ベー 
ス で は 説明 で き な い こと の 論拠 と され て きた 。 


し か し 、 こ れ は 、 実際は 、 同 類 の 相手 ・ 他 者 が いる 時 に 起こ 
る 個人 の 心理 に へ と 選 元 し うる 。 つ まり 、 こ れ は 、 「 外 部 社 
会 が その よう に 人 向け で いる と 言う より は 、 も と も と 、 人 人 
間 各個 人 の 神経 系 の 中 に 、 そ の よう な 、 自 分 と 同類 が 見 つ 
か っ た と き 、 協 力 者 が 増え た と 感じ て 気 が 大 きく な る と いう 
心理 的 機構 が 遺伝 的 に 組み 込ま れ て いる と いう こと だ と 考え 
る の が より 々 自然 で あろ う 。 


生物 個体 の 活動 は 、 細 胞 レ ベル の 活動 の 上 に 積み 上 が っ て い 
る は ず で ある 。 

社会 は 、 個 人 の 心理 ・ 生 理 と は 別個 に 、 個 人 を 超え て 独自 に 
成立 する と 主張 する こと 、 社 会 を 個々 人 の 集合 以上 の も の と 
捉え る こと は 、 生 物 個 体 の 活動 が 、 細 胞 活動 に 支配 され ず 

に 、 細 胞 活動 と は 別 の 次 元 で 切り 離さ れ て 行わ れ て いる ( 生 
じ て い る 、 決 まる ) と 主張 する の と 同じ で ある 。 つ まり 、 生 
物 の 活動 を 、 細 胞 レ ベル を 無視 し て 構築 で きる と 考え る の と 
同じ で ある こと 。 こ れ は ナン セン ス で ある 。 


これ は 、 個 人 の 顔 が 見 えな い 社 会 学 で あり 、 一 人 一 人 の 個人 
の 力 を 軽視 し 、 個 々 人 の 意思 を 無視 し た 疾 人 間 的 な 学説 で あ 


る 。 


る の し じ た 孝 えと は 別に 、 以下 の よう な 考え 用 も 成り つ 、。 す 
な わ ち 、 社 会 は 個人 を 超え て 存在 し な い 。 社 会 は 、 個 人 の 合 
計 で あり 、 個 人 に 選 元 され る 。 社 会 は 、 個 々 人 の 集合 以上 で 
も 以下 で も な い 、 と する も の で ある 。 つ まり 、 個 人 が 見 える 
社会 学 で あり 、 今 後 の 社会 学 は 、 こ の 方 向 で 進む こと で 、 今 
まで に な い 、 個 人 を 尊重 し た 新た な 見 地 を 得る こと が で き 
の 。 


つま り 、 社 会 を 、 個 人 を 超え た 独自 の 存在 と し て 捉え る の で 
は な く 、 個 々 人 の 集合 体 と し て 捉え る 。 
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社会 は 、 個 人 に 還元 で き な い と 吉 え る か ? 


仮に 社会 の 総 人 数 が 10 名 ほど だ っ た と 仮定 し た 場合 、 社 会 が 
個人 に 選 元 で き な い 外 在 的 な 存在 で ある と 言う の な ら ば 、10 
人 か ら 1 人 分 ずつ 頭 と いう か 心 (神経 系 ) を 順に 消し て 行っ 
た と き 、 全 員 消 し て も 、 社 会 は 「 外 在 的 存在 と し て 」 残 り 続 
語る だ いう つこ と ん が の だ ろう 7? 


2 人 が 残っ た 状態 まで は 、2 人 の 間 に コ ミュ ニケ ーション の や 
り と り を する コネ クタ が 成立 する か ら 、 社 会 は 外 在 す る と い 
うこ と に な る が 、 実 際 に その よう な 実感 は 果たし て 2 人 だ は け 
の 状態 で 沸く だ ろう か ? 単に 、 も う 一 人 の 他人 の 個人 心理 が 
目前 に ある と 感じ る だ け で 、 社 会 の 存在 は 感覚 と し て は 消え 
去る と いう の が 自然 で は ある まい か 。 


強い て 吉 う な ら ば 、1 人 だ け 残 っ た 状態 で 、 そ の 1 人 の 頭 の 
中 、 神 経 和 の 中 に 、 他 の (消え 去っ た ) 成員 が 見 つけ て き 
た 、 そ の 成員 由来 の 情報 が 記憶 され て 残っ て いる 場合 、 そ の 
(消え 去っ た ) 外 在 成員 と の 共同 社会 が 、 残 っ た 1 人 の 神経 
系 の 中 に 息づい て いる と 言え る 。 し か し 、 そ の 際 、 情 報 を 残 


し た 外 在 成員 は 誰 と 誰 々 だ 、 こ の 情報 は 誰 由 来 だ と 同定 で き 
る 訳 で あり 、 そ うい う 点 で は 個人 選 元 可能 で ある 。 ま た 、 外 
在 成員 の 持っ て いた 情報 が 、 そ の 成員 個人 が 初め て 見 つけ た 
も の で な く 、 太 古 の 音 か ら 様 々 な 不 特定 の 成員 の 間 を 連綿 と 
し て 受け 継が れ て きた も の で ある 場合 、「 外 部 社会 由来 の 情 
報 で す 」 と 果たし て 言う こと が で きる だ ろう か ? 単に 、 誰 が 
最初 に 喜 い 出し た か の 寄る 辺 、 手 が か り が 、 長 い 歴 史 が 経過 
する 内 に 和 失わ れ た だ け で 、 最 初 に その 情報 の 内 容 を 見 い だ し 
た 、 発 見 、 発 明 し た の は 、 特 定 の 誰か 個人 で ある 。 発 見 、 発 
還 昌 BE202SR の の 
成員 の 頭 の 中 に は 共有 され て いな い 。 そ の 点 、 そ の 情報 も 社 
RS 個人 の 発見 、 発 
明 に 帰せ られ る の で ある 。 
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従来 の 恒 元 主義 と の 相違 


要素 選 元 アプ ロー チ に お いて は 、1 人 1 人 の 個人 の 動き 、 す な 

わ ち 要素 の 粒々 の 動き と 相互 作用 が 見 える よう に する (観察 

対象 と する ) 

従来 の 選 元 主義 と は 異な る 。 す な わ ち 、 社 会 を 個々 人 の 心理 
に 選 元 し て 捉え る 、 心理 選 元 主義 や 、 個人 は 社会 的 存在 に 過 
5 し て 全て を 社会 に 選 元 する 、 社 会 選 元 主義 と は 異な 
の 

粒子 = 個人 の 頭 (神経 系 ) 和 和 0 そ ルス 化し て 、 

他人 の 神経 に 感染 する 。 感 染 は 、 他 人 の 神経 胡 と の 間 に 、 


生き 8 の の の ワリ に に 
の 情報 の や り と り が 可能 に な る こと で 生じ る 。 
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要素 選 元 アプ ロー チ と 箱庭 社会 


要素 選 元 アプ ロー チ に お いて は 、 箱 庭 社会 の 研究 が 有効 で あ 
る 。 

1$~30 個 位 の 粒子 で 、 全 体 社会 の 縮小 ・ ミ ニチ ュ ア 版 の 小 社 
会 を 作り 、 そ こ で 、 粒 子 が 構成 する 社会 の 動き を コン パク ト 
に シミ ュ レ ー ト 、 図式 化す る 。 


少数 粒子 か ら な る 箱庭 社会 の シミ ュ レ ー ト 例 と し て は 、 パ 
ター ン D で 動く 社会 (ドラ イ な 社会 ) と パタ ー ン W で 動く 社 
会 (ウェ ッ ト な 社会 ) が ある 。 パ ター ン D は 気体 分 子 群 、 パ 
ター ン W は 液体 分 子 群 を 、 そ れ ぞ れ 小 さ な 社 会 と し て 捉え 、 
コン ピュ ー タ ・ シ ミュ レー ショ ン で の 粒子 群 の 動き を 動画 
キャ フ プチ ャ し た も の で ある 。 


例え ば 、 グ ルー プ A の 各 成 員 に は 、 共 通し て 、「A」 と いう 
文化 ウィ ルス が 感染 し て お り 、 同 じ 文 化 ウ ィ ル ス に 感染 し た 
MEI 
方 、 グ ルー プ B の 各 成 員 に は 、 共 通し て 「 ア ンチ A」 と いう 
文化 ウィ ルス が 感染 OSN グル ー プ A と は 、 互 い に 反 対 
の 文化 を 持つ 状態 に な っ て いる 。 


文化 の 粒 、 素 子 は 、 文 化 ウ ィ ル ス と し て 、 図 に 表示 で き る 。 
各 文 化 ウ ィ ル ス に 対し て 、 個 人 は 、 頭 の 中 で 、 促 進 ・ 青 定 、 
否 定 の 価値 観 ラ ベル を 貼る 。 
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[社会 学 と 個人 ] 


個々 人 の 集合 体 と し て の 社会 


社会 と は 、 個 々 人 の 心理 、 意思 の 集合 体 で ある 。 


社会 は 、 人 々 の 相互 作用 に 基づく 集合 体 と し て 捉え られ る 。 
本 来 、 他 人 の 心理 シス テム か ら 移 植 さ れ た 行動 様式 を 、「 社 
会 」 と いう 個人 と は 独立 し た 存在 が 生み 出し た か の よう に 錯 
記 線 3 


個々 人 の 総意 が 、 社 会 的 意思 決定 と いう こと に な る 。 

いろ いろ な 相反 する 考え の 人 が いる の で 、 互 い に 、 自 分 を 有 

利 に すべ く 牽 制 、 足 の 引っ 張り 合い 、 攻 撃 や 邪魔 等 を 行う た 
め 、 個 々 人 の 集合 体 で ある 社会 の 意思 は 、 各 個人 の 意 の まま 
に な ら な い 。 そ の こと が 、 社 会 は 、 個 人 と は 独立 し た 、 独 自 
の 意思 を 持つ 「 怪 物 」 の よう に 錯覚 する こと に つなが る 。 


社会 に お いて は 、 多 数 の バラ バラ な 考え 、 主 張 を 持っ た 、 個 
人 が 互い に ぶつ か り 合 っ て 、 影 響 を 及ぼ し 合い 、 そ の 結果 、 
社会 は 、 個 人 の 統制 を 外れ た も の に な る 。 そ れ が 、 個 人 を 超 
えた 社会 が 実在 する か の よう に 見 える だ け で あり 、 実 際 に 

は 、 全 て 個々 人 に 居 元 され る 。 


社会 は 、 個 々 人 の 大 規模 な 集合 体 と 捉え た 方 が 、 社 会 を より 
実体 ある も の と し て 捉え や すく な る 。 
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社会 学 で 、 人 間 の 心理 を 扱う 必要 性 


社会 学 が 従来 の よう に 、 人 間 の 心理 を 扱わ な い の は 諾 り で あ 
と 


従来 の 心理 学 の よう に 、 人 間 の 心理 を 個人 に 閉じ た も の と 提 
える の は 間違い で ある 。 人 間 の 心理 は 入力 と 出力 が ある 。 入 
力 ・ 出 力 は 、 必 ず 、 入 力 元 ・ 出 力 先 の 相手 が 必要 で ある 。 行 
動 す る と 、 相 手 と の 相互 作用 が 必然 的 に 起き る 。 中 に は 、 自 
省 の よう に 、 自 分 自身 が 出力 先 と し な る こと も ある 。 こ の よう 
に 、 人 間 心 理 は 、 本 質 的 に 社会 的 で あり 、 相 手 が 必 要 な の で 


ある 。 


例え ば 、 了 臨床 心理 で 、 抑 船 が 困る と され る が 、 そ れ は 他人 と 
うま く や っ て 行け な いと か 、 他 人 に 有効 な 機能 を 提供 する こ 
と が で き な い か ら で あ り 、 そ うい う 点 で 、 個 人 一 人 の 問題 で 
な く 、 常 に 他 者 が 関わ っ て くる 。 


従来 心理 学 が 扱っ て きた 、 他 人 が いな い 場 合 、 他 人 と 相互 作 
用 し て いな い 場 合 の 心理 は 、 単独 心 理 と 呼べ る 。 一 方 、 他 人 
が いる 場合 、 複 数 人 と 同時 に いる 場合 の 心理 は 、 集 団 心 理 と 
呼べ る 。 


これ は 、 物 体 相手 の 視覚 心理 の よう な 、 対 物心 理 と 、 生 命 
(ペッ ト 、 動 物 、 植 物 ) や 人 間 相 手 の よ うな 、 対 人 心理 、 対 
生命 体 心 理 と に 分 ける こと も で きる 。 こ の 場合 、 生 命 に は 、 
例え ば 通電 で ON に な る よう な ロボ ッ ト や 家電 製品 の よう な 
も の も 含め る こと が で きる 。 
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社会 学 、 心理 学 、 生 理学 の 三 層 構 千 

社会 学 、 心 理学 、 生 理学 は 、 三 層 構 造 を か な し て お り 、 社 会 学 
を 論じ る に [ +、 よ り 基 般 と な る 心理 学 や 生理 学 の 前 提 知 識 や 
考え 方 が 必要 で ある 。 社 会 学者 は 、 人 間 の 行動 の 根本 を な 
す 、 よ り 基 受 と な る 脳 や 神経 胡 の 活動 の あり 方 、 行 動 と の 関 
連 性 に つい て 知っ て お く 必 要 が ある 。 

1 応用 

社会 学 複数 の 脳 同士 の 連携 の あり 方 に つい て 調べ る こと 。 
心理 学 単 一 の 脳 と 行動 と の 関連 を 調べ る こと 。 

生理 学 脳 の 生理 的 基 般 を 調べ る こと .。 

! 基 盤 


社会 を 、 人 間 の 心理 、 生 理 と 独立 し た も の と 考え る 従来 社会 
学 の 行き 方 は 改め られ る 必要 が ある 。 
2013 年 3 月 初出 


個人 主体 の 社会 学 の 必要 性 


個人 主体 の 、 個 人 が 主人 公 の 社会 学 が 必要 で ある 。 
0 こ 影 響 を 及ぼ す の で は な い 、。 
社会 は 、 実 際 に は 、 様 々 な 役割 や 機能 を 持つ 個人 間 の 連携 プ 
PP 社会 の 動き は 、 個 々 人 の プレ イヤ ー 
に ぱら し て 更 え る こと が で きる 。 


例え ば 、 テ レビ の 影響 は 、 以 下 の よ うな 人 々 の 連携 プレ イ で 
吉 え る こと が で きる 。 


事件 を 起こ し た 人 
事件 を 見 て いた 人 

取材 者 

編集 者 

アナ ウン サー と 、 放 送 機 材 操作 者 


これ は 、 複 数 プレ ー ヤ の 協力 行動 を 、 時 系 列 で 図示 し た も の 
ど と な る 。 


来 々 な プレ ー ヤ が 、 各 々 周囲 の 他 プ レー ヤ に 対し て 自分 の 影 
響 力 を 及ぼ そう と する 。 それ は 、 情 報 伝達 や 、 文 化 ウ ィ ル ス 
感染 の よう に 、 自 分 自身 で 叶 た 情報 を 知ら せ た いと か 、 自作 
の 作品 や アイ デア を 広め た いと いっ た 動機 に 基づく も の で あ 
る ・ 「 時 分 に が あっ た 」 と いっ た 、 出来 事 、 イ ベン ト 、 エ ヒ 

NO 09 90 「 こ う 動 け ば よい 」 と いっ た ノウ ハウ 

に 関す る も の 、「 こ うす べき だ 」 と いう 意見 に 関す る も の に 
2 
社会 の 動き を 、 各 プレ ー ヤ まで 、 個 人 個人 の 動き まで 分 和解 ・ 


分 析 し て 、 大 きか な 模造 紙 に 大 地図 の よう に 、 各 個人 プレ ー ヤ 
の 動き 、 機 能 の 連鎖 を 書き 出す こと が 可能 な は ず で ある 。 


社会 を 動か す 個々 人 を 、 粒 子 、 分 子 に 見 立て る こと で 、 人 間 
< 生物 社会 の 動き を 、 個 別 の プレ ー ヤ に 分 解 し て 、 複 数 分 子 
の 運動 の よう に 、 各 プレ ー ヤ の 運動 の 集合 体 と し て 、 社 会 を 
提 え る こと 。 

社会 活動 、 行 動 、 業 務 と いっ た も の を 、 パ ー ツ に 分 け て 、 プ 
レー ヤ が 他 の プレ ー ヤ に 、 ど の よう な 情報 や 文化 を 順に 働き 
か け て いく か 、「 一 」 で 表現 し て 、 時 系 列 で 図示 し て いく 。 
これ は 、 個 人 の 行動 を 主体 と する 「 社 会 行動 図 (業務 行動 

図 ) 」 と で も 呼べ る 。 こ の 社会 (業務 ) 行動 図 を 、 パ ター ン 
化 、 部 品 化 し て 、 う まく 働く 部 品 を 組み 合わ せる こと で 、 社 
会 業務 全体 を 構築 する こと 。 社 会 (業務 ) 行動 図 は 、 あ く 
まで プレ ー ヤ で ある 個人 の 粒々 が 中 心 で ある 。 


従来 の 社会 学 に お いて 、 社 会 の 動き と し て 、 そ れ 以 上 分 割 不 
可能 な 大 き な 固まり の 動き と し て 捉え られ て きた も の を 、 社 
会 を 構成 する 個人 プレ ー ヤ 毎 の 運動 に 分 和解 し て 捉え る こと が 
可能 で ある と する 見 方 を 取る 。 

分 子 生物 学 は 、 生 命 の 働き を 個別 遺伝 子 に 分 割 す る こと で 伸 
び て き た 。 そ れ と 同様 に 、 要 素 違 元 ア プロ ー チ の 社会 学 は 、 
社会 の 働き を 、 個 別 の 個人 (粒子 ) に 分 割 し た 上 で 、 個 人 間 
の 相互 作用 を 見 る こと で 、 解 明 し よう と する 。 
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「 個 人 の 見 える 社会 学 」 と 従来 社会 学 と の 比較 
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以下 で は 、 世 論調 査 結末 の 表示 を 例 に し て 、 個 人 の 見 える 社 
会 学 と 従来 社会 学 と の 比較 を 行う 。 


以下 に 、2 つ の 世論 調査 結果 表示 方 法 を 示す こと 。 























“個人 の 見 える 社会 学 ? に お ける 、 社 会 の 捉え 方 。 











個人 (A さ 
/ 個人 (8 さん ) の 奄 足 。 


是 還 


の 見 える 社会 学 " に 2 
人 まき の に 個人 の 代 思 が 、 個 別に 見 える こ 
。 ) 





















































従来 の 社会 学 で 伝統 的 に 行わ れ て いる 、 世 論 の 表示 は 、 個 人 
の 意思 が 、 円 グラ フ で 示さ れる 全体 社会 の 中 に 溶解 、 埋 没 し 
見 く な る で し まう 

重視 され る の は 、 全 体 と し て の 社会 の 意思 で あり 、 基 盤 と な 
る 個々 人 の 存在 は 無視 され て し まう 。 


これ に 対し て 、「 個 人 の 見 える 社会 学 」 で は 、 世 論 は 、 個 々 
人 (A さ ん 、B さ ん 、C さ ん ・・ ・) の 意 の 集積 と し て 表 さ 
れる こと を 明示 する こと 。 お いて 、 個 々 人 の 動き が 見 
える 、 可 視 化 さ れる 。 開い 
る 個人 本 位 の 社会 学 で ある と いう こと が で きる 。 


な ぜ 、 社 会 の 把握 に お いて 、 個 人 を 中 心 に 据え る 必要 が ある か ? 


既存 の 、 個 人 間 の 相互 作用 の み を 扱う 、 社 会 学 主義 、 従 来 の 
社会 シス テム 論 の 行き 方 で は 、 個 人 の 頭 の 中 に ある コン テン 
ツ (アイ デア や 行動 様式 の コレ クシ ョ ン ) を 扱え な いと いう 
問題 が あめ る か ら で あ る 。 

行動 様式 、 業 務 知 識 、 ノ ウ ハ ウ 、 文 化 と いっ た コン テン ツ 

(内 容 、 中 身 ) は 、 個 人 の 頭 ( 心 、 神 経 ) の 中 に も と も と 
あり ( 革 積 、 コ ピー され て お り ) 、 相 互 作 用 その も の の 中 に 


は な いか ら で あ る 。 社 会 の 動き を 分 析 す る 上 で 、 個 人 の 頭 の 
中 に ある 、 社 会 の 動き を 決定 する コン テン ツ を 扱う に は 、 
個々 人 を 分 析 の 中 心 に 据え る 必要 が ある 。 


業務 を 行う 、 社 会 を 動か す 、 各 種 炒 断 ・ 決 定 を 行う 行為 主体 
は 個人 で あり 、 そ れ ゆ え 、 そ うし た 個人 の 行動 を 分 析 の 枠組 
み の 中 に 捉え る に は 、 個 人 の 頭 の 中 (神経 系 ) を 分 析 の 中 心 
に 据え る 必要 が ある 。 

そう いう 点 で は 、 あ くま で も 個人 の 神経 あ っ て の 社会 で あ 
り 、 社 会 だ け で は 、 単 な る 個人 間 を 結ぶ ブリ ッ ジ の 寄せ 集め 
に 過ぎ な い 。 


社会 は 、 そ の まま で は 、 互 い に 行き た い 方 向 、 価 値 観 が バラ 
バラ の 複数 個体 の 寄せ 集め で ある 。 


社会 を 個人 に 選 元 で き な い と する 、 あ る い は 、 個 人 間 の 相互 
作用 の み を 見 て 、 個 人 その も の を 見 な い 、 従 来 の 社会 学 的 な 
や り 方 より も 、 社 会 を 個人 に 選 元 する 、 あ る い は 社会 を 、 バ 
ラバ ラ な 個人 の 集合 体 と 見 る 、 粒 子 選 元 論 的 な や り 方 (要素 
選 元 アブ プ ローチ) の 方 が 、 文 化 、 行 動 様式 、 環 境 適応 ノウ ハ 
ウ と いっ た 、 個 々 人 の 頭 の 中 に ある コン テン ツ の 動態 を 扱え 
る 分 、 社 会 シス テム の 動き を より よく 説明 で きる の で は な い 
か ? 


社会 の 捉え 方 に も 2 通り あっ て 、 従 来 の よう に 、 個 人 間 の 相 
互 作 用 その も の の み を 抜き 出し て 捉え る 行き 方 と 、 個 々 人 の 
頭 の 中 の コン テン ツ を も 社会 の 中 に 含め る 行き 方 と が ある 。 
筆者 が 望ま し いと 主張 する の は 、 後 者 の 、 個 々 人 の 神経 を 
分 析 対 象 に 含め る 行き 方 で ある 。 こ の 行き 方 で は 、 従 来 言 わ 
れ て きた 、 個 人 の 心から 心 へ と 感染 し て 広まる 文化 ウィ ルス 
(ご 痢 (8 人 ボ う で ペー ム と が パテ オ 自 手 と の いい 
ろ 言 い 方 が ある ) が 扱え る と いう 長所 が ある 。 


文化 ウィ ルス は 、 講 義 、 放 送 、 口 コミ 等 の コミ ュ ニ ケー ショ 
ン に よっ て (社会 素子 の 通路 を 通っ て ) 、 あ る 個人 か ら 別 の 
個々 人 の 頭 の 中 へ と 入り 込み 、 個 々 人 の 神経 回 路 の 形 を 変え 


る 形 で 、 頭 の 中 に 感染 する 。 社 会 運動 と か 、 ブ ー ム は 、 こ の 
文化 な いし 行動 の 人 Ei 
える こと が で きる 。 個 々 人 は 、 感 染 す る と 、 そ の 新た に 感染 
し た 行動 様式 を 取ら ず に ( 人 ED 6 
イル 0 0 の の 


文化 ウィ ルス の 中 身 は 、 会 社員 で あれ ば 、 業 務 ノ ウ ハ ウ で 

あっ た り 、 イ ベン ト 情 報 だ っ た りす る 。 あ る い は 、 人 種差 別 
イデ オロ ギー で あっ た り 、 高 校 の 教室 内 で あれ ば 、 微 分 積分 
の 数 学 の 知識 どっ た りす る こと 。 


文化 感染 と 社会 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト さ と の 関連 で いけ ば 、 相 
互 の 一 体 ・ 密 集 感 を 重んじる ウェ ッ ト な 社会 ほど 、 文 化 ウ ィ 
ルス 感染 が 流行 し や すい 。 同 一 の 文化 が 、 多 人 数 に 一 斉 に 感 
染 す る 、 一 斉 感染 が 起き る 。 
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ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 行動 様式 研究 と の 遭 合 性 


例え ば 、 筆 者 に よる ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な 行動 様式 の 研究 は 、 
複数 の 粒子 = 人間 の 動き を 同時 に 見 よう と する も の で あり 、 
社会 を 粒子 の 活動 に 選 元 する 、 要 素 選 元 アプ ロー チ に 合致 す 
と 
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社会 学 に お ける 2 つの 主人 公 


社会 学 に お いて は 、 個 人 が 、 分 析 対 象 と な る 主人 公 か 、 コ 
ミュ ニケ ーション 、 相 互 作用 自体 が 主人 公 か 、 と いう 二 つ の 
見 方 が 葛藤 し て いる 


コミ ュ ニ ケー ショ ン 自 体 、 な いし 相互 作用 自体 を 分 析 対 象 の 
主人 公 と 見 な し て きた の が 、 従 来 の 社会 シス テム 論 で あっ 

た 。 こ れ は 、 個 人 不在 、 個 人 人 否 定 の 疾 人 間 的 な 把握 で あり 、 

個人 は 分 析 の 対象 外 で あっ た 。 こ れ は 、 従 来 の 経営 学 に お い 
て 、 部 課 と いっ た 組織 中 心 の 把握 が 行わ れ 、 個 々 の プレ ー ヤ 
の 和 姿 が 見 えな い の と 根 は 同じ で ある 。 

一 方 、 個 人 を 分 析 対 象 と する の は 、 人 間 、 個 体 中 心 の 、 個 体 
の 見 える 、 要 素 選 元 ア プロ ー チ の 社会 諭 で ある 。 こ れ は 、 経 
営 で 言う な ら ば 、 個 々 人 の 業務 行動 、best behavior の 図式 化 、 
パタ ー ン 化 に 当たる 。 組織 を 構成 する 個々 の 粒々 の 動き が 常 
に 史 え る よう に お る 行き 方 で め る 。 
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[社会 心 の 問題 ] 


社会 心 へ の 反論 


社会 は 、 従 来 の 見 方 で は 、 単 な る 情報 や 物資 の や り と り の 通 
り 道 で あり 、 コ ネ ク タ に 過ぎ な い の で 、 文 化 や 行動 様式 と 
いっ た コン テン ツ を それ 自体 持つ こと が で き な い 。 コ ン テ ン 
ツ を 持っ て いる の は 、 個 々 人 の 心理 、 神 経 で ある 。 こ の 問 
串 は 、 社 会 に 個々 人 の 心理 を 含め る こと に より 解消 する 。 


既存 の 、 相 互 作 用 の み を 見 て 、 人 間 の 個体 を 見 な い 社 会 シス 
St 例 芝 ば コジ ビラ ョ ー タ ンス テム で シビ ピ ョ ー タ 
同士 を つなぐ で LAN ケー ブル (を 通る 情報 ) の み 監視 し て いれ 
ば 、 シ ステ ム が 分 か る と 言っ て いる よう な も の で ある 。 

コン ピュ ー タ シス テム の 正しい 把握 の た め に は 、LAN ケ ー プ ブ 
ルト 下 を 流れ る 情報 だ ば け で な く 、 個 々 の コン ピュ ー タ タ (サー 

バ 、 ク ライ アン ト 、P2P ロ ー カ ル マ シ ン ・・・・) の 保持 し 


て いる 情報 や 、 動 作 を 決定 する プロ グラ ム (さら に は コン 

ピュ ー タ を 操作 する 人 々 の 動き ) を 分 析 の 対象 に する こと が 
不可 欠 で あり 、 そ の 例え を 、 社 会 シス テム の 把握 に 応用 し た 
と き 、 個 々 人 の 神経 落 な いし 個々 人 の 頭 が 保持 し て いる コン 
テン ツ を 分 析 の 対象 に する こと か 不可 欠 と いう こと に な る 。 
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社会 の 外 在 は 本 当 か ? 


社会 は 、 個 々 人 を 超え て 、 客 観 的 に 外 在 す る と いう 見 方 が あ 
る 。 一 方 、 社 会 は 、 社 会 を 構成 する 個々 人 の 心 の 中 、 神 経 系 
の 中 の み に あ り 、 外 在 し な いと する 見 方 も ある 。 


社会 が 外 在 す る こと の 根拠 と し て 、 例 えば 、 会 社 や 官庁 の 組 
織 で あれ ば 、 「 組織 図 」 と いう の が あり 、 そ れ が 個々 人 を 外 
部 か ら 拘束 し て いる と いう 説明 が され て きた 。 し か し 、 実際 
の と ころ 、 そ の 組織 図 は 、 成 上 員 が 組織 図 の 内 容 を 頭 の 中 に 十 
分 た た き 込ん で 学習 する と 共に 、 組 織 階層 で 下位 の 者 は 、 上 
位 者 の 指示 に 従う 必要 が ある の だ と いう こと を 予め 了解 し て 
いる こと が 前 提 と な る 。 組織 図 の 内 容 を 頭 の 中 に よく 記憶 し 
て いな か っ た り 、 下 位 者 は 上 位 者 に 従う と いう 組織 の 論理 が 
頭 の 中 に 入っ て いな い 不 勉強 な 成員 は 、 組 織 図 の 指示 糸 統 の 
通り に 動く こと は あま りな い 。 そ の 場合 、 組 織 図 は 有効 に 機 
能 し て いる と は 言え ず 、 組 織 図 は その 成員 に と っ て は 外 在 し 
MM の 856E の 


要 は 、 組 織 図 が 機能 する に は 、 そ の 内 容 が 、 個 々 の 成員 の 頭 
の 中 に し っ か り と 学習 され て いる 必要 が ある 。 そ うい う 意 味 
で 、 社 会 の 外 在 化 、 成 員 の 外部 か ら の 拘束 が 有効 に な る に 

は 、 ま すず 成員 に よる 内 面 化 が 必須 で あり 、 そ の 際 、 ど こ に 内 
面 化 され る か と 言え ば 、 個 々 人 の 神経 胡 、 頭 の 中 に 刷り 込ま 
れる の で ある か ら 、 結 局 、 こ の 問題 を 正しく 理解 する に は 、 
社会 学 が 、 個 々 人 の 心理 を 扱う こと が 必須 と な る 。 そ うい う 
意味 で は 、 一 見 客観 的 に 存在 する か に 見 える 組織 図 も 、 実 際 


に は 、 個 々 の 成員 の 神経 の 中 、 頭 の 中 に し か 存在 し な いと 
言え る 。 紙 に 書か れ た 組織 図 自体 が 効力 を 持つ の で は な く 、 
成員 が 組織 図 を 目視 し て 、 そ の 内 容 を 頭 の 中 に 叩き 込む 、 神 
経 系 の 中 に 内 面 化す る こと で 初め て 効力 を 持つ の で ある 。 組 
織 図 の 最新 の 内 容 が 、 ま だ どの 成員 の 頭 の 中 に も 十分 に 入っ 
て いな い 状 態 で 、 そ の 組織 図 の 低 が どこ か の 書類 と 一 緒 に 
な っ て 埋もれ て 閲覧 不可 能 に な っ て し まっ た ら 、 そ の 組織 図 
は 、 確 か に 外 在 的 に 存在 し 続け て は いる も の の 、 各 成員 に 
と っ て は 無効 で ある 。 


全体 社会 像 は 、 人 間 と し て の 心理 的 な 情報 処理 能力 の 限界 に 
より 、 一 人 で 見 る こと は 不可 能 で ある 。 そ の 点 、 内 面 化 し て 
いる 社会 像 は 、 個 人 毎 に 異な っ て いる の が 実情 で ある 。 同 じ 
日 本 人 だ と 言 っ て も 、、 芸能 ニ ュー ス ば か り に 興味 が ある 人 
や 、 外 交 間 題 に 主 に 興味 が あっ て その 他 は どう で も いい や と 
考え て いる 人 な どい ろ い ろ な 人 が いて 、 そ れ ぞ れ 見 えて いる 
外部 社会 像 が 異な る 。 各 人 に と っ て 、 同 じ 社 会 が 共通 に 「 外 
在 」 し て いる と いう 訳 で は な いし 、 同 じ 社 会 像 を 共有 で き て 
いる 訳 で も な い 。 例 えば 、 右 細 と 左 細 と で は 、 自 分 の 外部 に 
広がる 社会 に つい て の 認識 の あり 方 に 相当 ギャ ッ プ が ある だ 
ろう 。 あ る い は 、 個 々 人 は 、 全 体 社会 は 見 る こと が で きず 、 
部 分 社会 し か 見 えな い 。 個 々 人 は 、 各 々 、 自 分 の 専門 分 野 の 
み し か 見 えな い の で ある 。 


な の で 、 社 会 が 外 在 す る と 言っ て も 、 そ の 人 外 在 の 仕方 は 、 
個々 人 の 専門 分 野 や 立場 に よ っ て 異な る 。 そ の た め 、 同 一 社 
会 が 成員 全員 に 同じ 外 在 的 制約 を 加え て いる と は と て も 言え 
7 しい 


この 場合 、 同 調 指向 の 強 さ は 、 結 局 、 個 人 の 心理 的 傾向 に 帰 
する の で あり 、 そ の 際 、 な ぜ 皆 が 抽 っ て 同調 指向 が 強かっ た 
か と 言え ば 、 人 口 の 大 半 が 稲作 農耕 に 従事 し 、 捕 っ て 村落 共 
同体 の 中 で 、 同 じ よ うな 、 相 互 一 体感 を 重 ん ず る 母性 の 影響 
力 が 強い 生活 を た また まし て いた か ら に 過ぎ な い 。 つ まり 、 
共通 の 文化 ウィ ルス が 、 社 会 を 構成 する 個々 人 の 頭 の 中 に 、 
広範 に 行き 渡っ た 場合 に 、 初 め て 、 同 一 の 社会 像 を 、 個 々 人 


は 共有 で きる こと に な る 。 そ の 意味 で も 、 あ る 統一 され た 社 
会 が 、 最 初 か ら 個 々 人 の 外部 に 客観 的 に 外 在 す る と は 言え 
ず 、 一 定 の 文化 ウィ ルス が 、 個 々 人 に 共通 に 「 内 面 化 」 さ れ 
て 初め て 、 お ぼろ げ な が ら 「 共 通 の 外 在 する 社会 像 」 が 形成 
され る の で ある 。 
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社会 的 合意 は 、 個 人 の 心理 を 超え て いる か ? 


よく 駅 構内 の 禁煙 コー ナー と か は 、 社 会 的 合意 に 基づい て 設 
世 さ れ た も の で あり 、 そ の 人 社会 的 合意 は 、 個 人 に 選 元 し 得 な 
い 集団 的 な も の だ と いう 言い 方 が よく な され る 。 


し か し この 伝統 的 な 社会 学 的 考え 方 で は 、 駅 ホー ム で の 禁煙 
マナ ー は 、 駅 を 所 有する 鉄道 会 社 の 駅 環境 整備 担当 部 閉 の 社 
員 た ち 個 々 人 の 「 駅 構内 は 禁煙 に し よう 」 と いう 意思 決定 な 
ど と は 無関係 に 、 よ り 超 越 的 な 存在 の 「 集 団 」「 社 会 」 が ど 
こ か ら と も な く 自 ら 生 み 出し た も の と いう こと に な る 。 


これ に つい て は 、 そ も そ も 、 禁 煙 ル ー ル で も 、 最 初 「 喫 煙 は 
有害 だ 」 と 唱え た 少数 の 医療 関係 者 個々 人 の 説得 力 の ある 主 
張 が あっ た か ら 、 そ の 主張 が 有効 な アイ デア と し て 、 人 々 の 
心理 に 感染 し て 、 大 多数 の 人 々 の 心理 が 受け 入れ て あま ね く 
応 ま る ご と で 、 ルー ル と し で 定 痢 し た と 考え られ る 、 


その 点 、「 喫 煙 は いけ な い 」 と いう ルー ル は 、「 社 会 」 が 
作っ た の で は な く て 、 喫 煙 は 有害 だ と いう 説得 力 の ある デー 
タタ を 用 意 し た 医療 関係 者 個々 人 が ルー ツ だ と 言え る の で は な 
し のか 


ルー ル は 、 個 人 か ら 秦 離し た 「 社 会 」 が どこ か ら と も な く 作 
る も の で は な く 、 個 々 人 の 心理 を 変え る 、 説 得 力 あ る 主張 
(これ は 個人 が 発想 し た アイ デア ) が 作る も の で ある 。 


個々 人 の 心理 を 説得 で き な く て も 、 警 察 と か の 強制 力 で 従わ 
せる と いう の も ある が 、 こ れ も 、 警 察 官 僚 や 巡査 まで 、 警 察 
職員 個々 人 の 意思 決定 へ と バラ せる は ず で ある 。 


駅 構内 で の 茜 煙 へ の 集団 的 合意 に つい て も 、 各 個人 が 、「 < 
し て 下さ い 」 と いう 鉄道 会 社 側 か ら の 依頼 内 容 を 、 鉄 道 会 社 
の 担当 者 が 作っ た 掲示 物 を 見 た り 、 人 か ら 教 えて も ら っ て 、 
それ に 対し て 個別 に 了解 、 貧 成 、 納 得 し な いと 合意 に な ら な 
Na 


合意 と は 、 個 人 的 な 物 で あり 、 個 人 の 合意 、 儲 成 の 合計 が 、 
社会 的 、 集 団 的 合意 と 斉 え る 。 そ れ が 人 々 全員 の 何 パ ー セ ン 
トド 以上 汗 と 合意 が が され で いる どい うこ と に が かる 。 ほ と ん 
ど 、 た いて い の 人 か が 合意 、 貸 成 、 納 得 し て いる 場合 、 そ れ が 
社会 的 合意 と な る 。 


だ か ら 、 禁 煙 に し て も 、 人 に よっ て 、 合意 し て いた り 、 合 意 
し て いな か っ た りす る 。 そ の 点 、 個 人 の 偶 成 、 合 意 の 合計 を 
超え た 、 超 越 的 な 社会 的 合意 が ある わけ で は な い 。 


80% の 人 が 禁煙 に 合意 し て いる と 、 残 り 20% の 嘆 煙 派 の 人 

は 、 自 分 は 合意 し て いな く て も 、 他 の 多数 の 人 た ち は 、 禁 煙 
に 人 挫 成 し て いる か ら 、 人 数 の 面 で 負け る 、 不 利 だ と 考え 、 仕 
方 な く 従 うと いう の が 、 こ の 場合 の 「 禁 煙 に つい て 社会 的 合 
意 が も た ら さ れ た 」 こ と の 現実 で あろ う 。 要 は 、 貸 成 / 反 対 
する 個別 の 人 間 の 数 の 多少 と それ が も た ら す 勝ち 負け の 問題 
へ と 帰着 する の で あり 、 各 人 に よる 、 そ の 場 で の 賛成 / 反 対 
の 人 数 の 多 さ の 確認 と 、 そ れ に 対す る 個人 レベ ル で の 有利 、 
不利 麟 断 へ と バラ すこ と が で きる の で ある 。 


だ か ら 、 和 社会 を 支配 、 コ ント ロー ル す る と され る 政府 が 、 上 
か ら 法 律 を 作っ て も 、 多 数 の 人 々 が 、 個 別に 貸 成 、 合 意 し な 
いと 、 機 能 し な いし 、 社 会 的 合意 と は 詩 え な い 。 「 何 か よく 
分 か ら な い が 、 余 所 の 気 に 食 わな い 奴 ら が 、 変 な 法律 作っ て 
きた ぞ 。 皆 で 無視 、 反 対し よう こと 。」 み た い に 提 えら れ て 
し まう こと 。 こ れ は 、 企 業 組織 で も 同様 で あり 、 上 部 組織 が 
作っ た 規則 は 必ず し も 守ら れ な いこ と が 多い の で ある 。 


喫煙 は 体 に 有害 で あり 、 な くし た 方 が いい と いう 考え 方 が 、 
各個 人 が 絶え ず 貧 成 、 共 有 し て いな いと 、 い くら 駅 員 と か が 
吉 っ て も 、 駅 スペ ー ス で の 禁煙 は 成り 立た な い 。 
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感情 の 自己 管理 と の 関連 


例え ば 、 感 情 発 生 と いっ た 遺伝 的 行動 、 人 類 共 通 な 行動 が 、 
社会 に よっ て 規定 され て いる か の よう に 見 える 。 要 は 、 周 囲 
の 他 者 の 眼 、 緊 視 に よっ て 、 同 士 の 態度 を 互い に 揃え よう と 
する 、 と され る こと 。 


この 場合 、「 感 情 の 自己 管理 」 は 、 社 会 の 産物 か ? これ も 、 
実際 に は 、 も と も と 、 個 々 人 の 心理 は 、 周 囲 の 他 の 対象 ( 物 
体 等 ) と 入出 力 の や り と りす る こと を 前 提 と し た 構成 物 で あ 
り 、 物 体 相手 で も 感情 は 起こ りう る (例え ば 、「 大 き な 石 が 
こう ち も に 転がっ て くる ソ 。 うわ ー、 こ の まま で は ば 潰さ れる 。 
怖い 、 逃 げ よ うこ と 。」 な ど ) 。 そ の 入出 力 の 対象 、 な いし 
感情 の や り と り の 対象 が た また ま 人 間 に な っ た まで の こと で 
ある 。 


だ か ら 結 局 、 感 情 の あり 方 は 、 個 々 人 の 心理 に 帰着 する と 言 
レ 人 内 


「 ゴキブリ が 出 て き て 、 本 当 は 大 声 で 叫ん で 逃げ た いん だ け 
ど 、 周 り に 人 が いる か ら 、 騒 ぎ に な ら な いよ うに 平静 を 装 お 
うと する 」 と いう 場合 、 個 人 の 心 の 中 に は 、「 ゴ キ ブ リ が 人 怖 
い 」 と いう 人 外 の 対象 に 対す る 心 の 他 に 、「 下 手 に 双 ぎ を 起 
こし て 、 周 囲 に 注目 され た く な い 」「 人 に ゴキ ブリ が 怖い 小 
心 者 と 思わ れ た く な い 」 と いっ た 他人 に 対す る 心 が も と も と 
存在 し て いる 。 こ れ は 、 「 変 な こと で 注目 され て 、 プ ライ バ 
シー を 侵さ れ な いよ うに し よう 」「 小 心 者 と 思わ れ て 馬鹿 に 


され な いよ うに し よう 」 と いう 、 個 人 が 持つ より 根本 的 な 考 
え (プラ イバシー へ の 感覚 、 プ ライ ド へ の 感覚 ) へ と 帰着 さ 
れる 。 

こう し た 根本 的 な 心理 は 、 人 類 共 通 の も の で あり 、 人 類 以 前 
か ら 遺 伝 的 、 生 体 的 に 受け 継い で いる 考え と し て 提 え る こと 
が 出来 る 。 人 間 が 後 か ら 作 っ た 社会 に よっ て 外 在 的 に 規定 さ 
れ て いる と 考え る の は 無理 が ある と 言え る 。 
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[社会 素子 ・ ユ ニッ ト ] 


社会 が 存在 する の は 、 神 経 系 の 中 だ け 。 


社会 は 、 各 個人 の 頭 (神経 胡 ) の 中 に ある 。 頭 の 外 に は 外 在 
APD 

例え ば 、 あ る 社会 の 成員 が 全員 脳死 状態 に 陥っ た 時 、 社 会 は 
彼ら の 外 に 存在 し 続け る か と 喜 え ば 、 減 亡 し た と いう こと に 
か る だ ろう 。 

遺 さ れ た 書籍 と か が 、 他 の 社会 の 人 間 た ち に 再び 内 容 を 解読 
され て 、 内 容 が 再び 彼ら の 心 の 中 、 神 経 胡 の 中 に 投入 され な 
い 限 り 、 復 活 し な い 。 
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「 社 会 素子 ・ ユ ニッ ト 」 の 概念 に つい て 


社会 は 、 二 者 (1 対 1、1 対 多 、 多 対 多 ) 間 の 相互 作用 、 や り と 
り の 流れ (パイ プラ イン の 流れ ) の 連鎖 と し て 捉え られ る 。 
相互 作用 、 パ イプ ライ ン 、 コ ネ ク タ は 、 「 社 会 素子 ・ ユ ニッ 
Rb の も で 失 5 れ る の る こと) 

それ ら は 、 以 下 の よ うに 分 類 さ れる こと 。 

(1) 一 時 的 な 関係 か 、 継 続 的 な 関係 か 

(2) 細い 関係 か 、 太 い 関 係 か 

(3) 双方 向 の 関係 か 、 一 方 向 の 関係 か 

(4) 利害 関係 か 、 無 償 ・ ボ ラン ティ ア の 関係 か 

($) 高く つく ( 高 コ スト ) 関係 か 、 安 上 が り ( 低 コ スト ) 

関係 か 


や り 取 り の 流れ の 中 身 は 、 以 下 の よ うな も の で ある 。 
文化 っ イベ ント 情報 、 意見 、 ノ ウ ハ ウ 

物資 一 贈り 物 等 

それ ら は 、 最 終 的 に は 、 機 能 の や り と り へ と 帰着 する 。 


社会 素子 は 、 個 人 間 の 相互 作用 や コミ ュ ニ ケー ショ ン を 最小 
単位 と し て 捉え た も の (相互 作用 で や り と りさ れる 情報 な ど 
の 通路 、 ブ リッ ジ ) で ある 。 

個人 の 頭 の 中 (神経 ) に 存在 する の が 、 行 動 様式 の 最小 単 
位 で ある 文化 素子 (文化 ウィ ルス ) の 群れ で あり 、 確 立 され 
た 社会 素子 の 中 を 流通 、 経 由 し て 、 社 会 素子 で 結ば れ た 一 方 
の 頭 の 中 か ら 他 方 の 頭 の 中 (神経 系 ) へ と 感染 する 。 


社会 素子 で つなが っ た 複数 の 役割 (機能 ) を 担う 個人 同士 の 
相互 作用 、 行 動 の 連鎖 の うち 、 一 つの まとまり 、 一 つの 単位 
と し て 扱え る も の が 、 社 会 行動 セル (細胞 ) な いし 社会 行動 
2 回 で ある 。 

複数 の 社会 行動 の ブロ ッ ク と プ ブロック を 連結 し て 、 た くさ ん 
つない で 、 絵 巻物 と し て 、 無 限 大 の 模造 紙 へ 展開 する こと が 
で きる 。 そ れ が 、 社 会 の 全体 像 で ある 。 


個々 人 の 頭 の 中 に 存在 する 文化 と か 環境 適応 に 必要 な ノウ ハ 
ウ と いっ た も の を 扱う に は 、 従 来 の 社会 素子 (個人 間 の 相互 


作用 ) だ け を 見 る 社会 シス テム 論 で は ダメ で 、 相 互 作用 を 行 
う 個 々 人 の 頭 の 中 (神経 の 中 身 ) まで 問題 に する アプ ロー 
チ が 必要 で ある 。 


2005-2006 初出 


「 文 化 プ ー ル 」 [行動 様式 プー ル 」 と の 関連 に つい て 


人 間 の 頭 の 中 に は 、 自 分 自身 が 考え 出し た アイ デア や 、 先 祖 
や 親 か ら 教 えら れ た り 、 学 校 で 習っ た 、 他 者 由来 の 様々 な 行 
動 様 式 、 文 化 が 入り 込ん で 、 記 憶 さ れ て 、 た まっ て いる 。 そ 
うし た 点 、 人 間 の 頭 の 中 、 す な わ ち 神経 は 、 文 化 素 子 ( 文 
化 の 最小 単位 ) 群 の 容 問 で あり 、 文 化 素子 群 を た め る 「 プ ブー 
ル 」 と し て の 役割 を 果たし て いる と 言え る 。 神 経 系 の こう し 
た 側面 は 「 文 化 プ ブー ル 」 と いう 言葉 で 呼び 表す こと が 可能 で 
ある 。 神経 に た まっ た 文化 素子 群 は 、 コ ミュ ニケ ーション 
を 通じ て 、 他 者 の 神経 へ と 、 そ の コピ ー が どん どん 流出 し 
CN 。 

今 ま で の 社会 学 で は 、 神 経 は 、 個 人 に 閉じ た 心理 を 発現 す 
る も の に 過ぎ な い 、 社 会 的 で な いと し て 、 分 析 対 象 か ら 外 さ 
れ て きた 。 し か し 、 神 経 条 の こう し た 、 他 者 と や り と りす る 
文化 を ん ためる 「 文 化 ブ プー ル 」 と し て の 働き を 考え れ ば 、 神 経 
系 の 働き は 、 社 会 学 の 対象 と 十分 な りう る と 吉 え る 。 

この 場合 、 人 間 の 行動 様式 は 、 遺 伝 的 に 決定 され た 本 能 的 な 
も の と 、 後 天 的 に 獲得 され た も の が あり 、 両 者 が 混じり 合っ 
て 、 そ の 人 の 行動 様式 を 生成 し て いる の で 、 遺 伝 的 行動 様式 
も 加味 し て 、 個 人 の 脳神経 を 「 行 動 様 式 プ ー ル 」 と 呼び 習 
わす こと も で きる 。 

ある 人 に と っ て の 遺伝 的 行動 様式 (ニュ ー ロ ン 回 路 ) が 、 別 
の 人 に は 、 予 め 遺 伝 的 に イン プッ ト さ れ て お ら ず 、 後 天 的 学 
習 に よっ て コピ ー さ れる 場合 も ある と 考え られ る 。 


2005-2006 初出 (2014 追 補 ) 


「 文 化 ウィ ルス 」 と の 関連 に つい て 


発明 ・ 発 見 者 個人 の 頭 の 中 で 生ま れ 、 人 か ら 人 へ と 感染 する 
の が 、「 文 化 ウ ィ ル ス 」 (cultural virns) で ある 。 文化 伝達 や 
個人 の 社会 化 は 、 個 人 間 の 文化 ウィ ルス の 感染 と し て 捉え る 
こと が で きる と いう 説 が 以前 より 存在 する 。 こ れ は イン フル 
エン ザ の 感染 と 同じ で あり 、 神 経 胡 へ の 感染 で ある 。 ニ ュー 
ロン の 生体 自体 に は 影響 を 及ぼ さ ず 、 ニ ュー ラル ネッ トワ ー 
ク の 形 を 変え る 形 で 作用 する 。 文化 ウィ ルス の 広範 な 成員 間 
で の 共有 が 、 成 上 員 間 に 共通 の 認識 を 生み 出し 、 社 会 の 成立 に 
つなが る 。 


2005-2006 初出 


結論] 


宗教 思想 の 一 種 の し て の 現行 社会 学 


結局 、 既 存 の 社会 学 は 、 個 々 人 の 頭 、 心 の 中 の コン テン ツ を 
無視 し て いる た め 、 説得 力 が な い の で ある 。 


例え ば 、 会 社 は 、 個 々 の 社員 が より 集まっ て 動か し て いる の 
だ と いう の が 実感 で あり 、 仮 に 、 会 社 は 、 個 々 の 社員 を 超越 
し た 「 組 織 」 が 動か し て いる の だ と 言っ た ら 、 実 感 が 沸か な 
いと 言う か 、 聞 いた 人 は 、 そ ん な の 間違っ て いる と 思う だ ろ 
う 。 と ころ が 、 な ぜ か 、 同 じ 個 々 人 の 寄せ 集め か ら 成 る 社会 
に つい て は 、 個 々 の 成員 を 超越 し た 「 社 会 」 自 身 が 自律 的 
に 、 成 員 に と っ て 外 在 的 に 動い て いる の だ と いっ た 言説 が ま 
か り 通 る の で ある 。 こ の 場合 の 「 社 会 」 は 、 宗 教 の 信仰 対象 
と な る 超越 者 、 神 の よう な 存在 で あり 、 そ の 点 、 こ うし た 言 
説 を 信じ る 社会 学 は 、 科 学 と いう より は 、 宗 教 思 想 の 一 種 と 
青 え る 。 


な ぜ 、 こ の よう な 吾 説 が まかり 通る か と 言え ば 、 そ れ だ け 、 
社会 が 各 成 員 に と っ て 、 思 い 通 り に な ら な い 存 在 で あり 、 か 
つ 、 自 ら の 情報 処理 能力 の 限界 か ら 、 そ の 全体 像 を 掴み に く 
い 存 在 だ か ら だ と 言え る 。 社 会 は 、 複 数 の バラ バラ な か 構成 員 
か ら な り 、 互 い に 他 の 成員 が 、 自 分 の 意 の まま に な ら な い 存 
在 で ある 。 か つ 、 そ の 竜 の まま に な ら な い 存 在 同士 が 、 複 数 
人 で 互い に 協力 し て 、 変 転 する 自然 環境 下 で 生き 延び る た め 
「 団結 する 」「 う まく 動く 」「 機 能 す る 」 こ と が 求め られ る 
の で ある 。 こ の 困難 な 課題 に ぶち 当たっ た 成員 た ち は 、 い つ 
の ま に か 、 各 自 を うま くま と め て くれ る 超越 者 の よう な 存在 
を 想定 し た く な り 、 そ れ が 「 外 部 社会 」 と いう 履 気 楼 の よう 
な 実体 の な い 存 在 だ っ た と いう 落ち が 想定 され る の で ある 。 


2005-2006 初出 
[各論 ] 
機能 主義 
詳し く は 、 筆 者 の 機能 主義 に 関す る 書籍 を 参照 され た い 。 
社会 湿度 
詳し く は 、 筆 者 の ドラ イ ・ ウ ェ ッ ト な か 感覚 、 性 格 、 社 会 に 関 


する 書籍 を 参照 され た い 。 


神経 系 と 社会 


笠 しく は 、 筆 者 の 神経 胡 と 社会 ・ 文 化 に 関す る 書籍 を 参照 さ 
LR 


心理 シレ ステ ム と の 関連 


心理 シス テム と 社会 シス テム 


人 間 - 生 物 の 生命 有機 体 シ ステ ム は 、 大 きく 分 け て 、 酸 素 や 
水分 、 宋 養分 な どの 摂取 を 行う 、 生 理 レ ベル の シス テム と 、 
外部 環境 の 変動 に 対応 し た 行動 や 記憶 を 司る 、 心理 レベ ル の 
シス テム と か ら な る と 考え られ る 。 


この 場合 、 生 理 レ ベル の 動き は 、 ホ メオ スタ シス に よっ て 、 
均衡 を 保っ て いる と 言え 、 従 来 の 構造 = 機能 分 析 型 の シス テ 
ム 理 論 が 当て は まる 。 生 理 レ ベル で も 、 体 温 な ど 細 か な 変動 
が な いわ け で は な い が 、 そ の 変動 は 、 あ くま で も 、 均 衡 を 破 
壊し な い 程 度 の 、 一 定 範囲 内 の 変動 で ある (均衡 内 変動 ) 。 
体温 な ど 、 一 定 以上 高く な っ た り 低 く な っ た りす る と 、 人 間 
< 生物 は 死ん で し まう 。 


し か し 、 心理 レベ ル に お いて は 、 周 囲 の 環境 の 変動 に 適応 し 
て いく 形 で 、 今 まで に な い 新 し い 行 動 様式 を 紙 え ず 学 習 し た 
り 、 発 明 ・ 発 見 し た り し て いく 。 例 えば 、 コ ペル ニク ス に よ 
る 地動 説 の 提唱 は 、 従 来 の 天動説 で 固め られ た 、 各 人 の 心理 
レベ ル の シス テム を 、 根 本 的 に 破壊 し 、 大 きく 変動 させ る 結 
果 と な っ た 、 と いう 意味 で 、「 コ ペル ニク ス 的 転回 」 と 呼ば 
れる 。 


この 根本 的 変動 は 、 最 初 は 、 コ ペル ニク ス 個 人 の 心理 シス テ 
ム 内 で 起き た 。 コ ペル ニク ス 個 人 の 心理 シス テム の 根本 的 変 
動 は 、 コ ペル ニク ス の 出版 物 を 読ん だ 各 人 の 心理 シス テム に 
伝 播 し て 、 各 人 の 心理 レス テム の あり 方 を 根底 か ら 揺るが し 
た 。 こ うし た 意味 で 、 社 会 変動 は 、 個 々 人 の 心理 シス テム の 


あり 方 の 変動 の 合計 と 捉え る こと が で きる 。 
社会 は 、 心理 シス テム 同士 の 相互 作用 と し て 提 え られ る 。 


「 コペル ニク ス 的 転回 」 の よう な 根本 的 に 価値 観 が ひっ くり 
返る 現象 は 、 既 存 の シス テム 均衡 を 廃 する 形 の 均衡 外 変 動 と 
喜 え る 。 こ うし た 意味 で 、 心理 レベ ル の シス テム は 、 生 理 レ 
ベル と 異な り 、 学 習 、 発 明 ・ 発 見 を 行う こと で 、 紙 え ず 均 衡 
を 廃し て 、 新 し い 水 準 の 環境 適応 が 行わ れる よう に 、 変 動 を 
指向 し て いる 、 と 言え る 。 し た が っ て 、 従 来 の 構造 = 機能 分 
析 型 の シス テム 理論 を 当て は め る こと は で き な い 。 


心 昌 レベ ル の シス テム に と っ て の 「 機 能 」 は 、 学 習 ・ 発 明 に 
よっ て 絶え ず 変 化す る 行動 様式 が 持つ と ころ の 、 刻 々 と 変化 
する 環境 に 適応 し て いく 上 で 役に立つ 働き 、 と 捉え る こと が 
2 ある 。 


現実 の 社会 シス テム は 、 個 々 人 の 持つ 心理 シス テム 同士 の 相 
互 作用 で 成り 立っ て いる 。 し た が っ て 、 社 会 シス テム の 仕組 
は 、 新 た な 学習 ・ 発 明 ・ 発 見 な ど に より 変動 し た 心理 シス 
テム 同士 の 相互 作用 に 伴い 、 紙 え 間 な < 従来 の 均衡 状態 を 廃 
し て 、 今 まで に な い 新 し い 段 階 へ と 変動 し て いる (均衡 外 変 
動 ) 、 と 考え られ る 。 こ うし た 心理 < 社会 シス テム 変動 へ の 
原動力 が 、 人 間 ~ 生 物 に 内 在 す る と ころ の 、 環 境 適応 の 水準 
を 向上 させ よう と いう 、 圧 力 で ある 。 こ の 圧力 が 、 人 間 に 
学習 、 発 明 ・ 発 見 行動 を 起こ させ る も と と な る 。 


TParsons ら の 、 構 造 = 機能 分 析 が うま く 行 か な か っ た (理論 

的 に 下 火 に な っ て し まっ た ) の は 、 一 定 範囲 内 の 変動 (均衡 
内 変動 ) し か 許さ な い 生 理 シ ステ ム に 、 社 会 シス テム の 模範 
を 求め て し まっ た か ら だ と 吉 え る 。 こ うし た 従来 の 社会 学 に 
お ける 機能 主義 の 停滞 を 脱 す る た め に は 、 従 来 の 構造 ・ 枠 組 

み を 積極 的 に 塗り 替え る 形 で 、 均 衡 外 変動 を 許す 、 心 理 シ ス 
ム に 、 社 会 シス テム の 模範 を 求め る べき で ある 。 


従来 の 社会 学 で は 、E.Durkheim 以 来 の 社会 学 主義 の 影響 で 、 
社会 変動 は 、 心 理 シ ステ ム と は 別に 、 社 会 シス テム レベ ル で 
独自 に 起こ る も の と 考え られ が ち で あっ た が 、 こ の 見 方 は 、 


改め られ な けれ ば な ら な い 。 


例え ば 、 携 帯電 話 の 普及 は 、 コ ミュ ニケ ーション の 取り 方 に 
関す る 社会 の 仕組 み を 確実 に 変化 させ た 。 こ の 点 、 携 帯電 話 
は 、 社 会 変動 を 起こ し た 、 と 吉 っ て よい 。 こ の 場合 、 社 会 変 
動 は 、 個 々 の 電話 利用 者 の 行動 変化 の 積み 重ね で あり 、 個 々 
の 利用 者 の 心理 シス テム 変動 の 反映 で ある 。 個 々 の 電話 利用 
者 の 心理 レス テム の あり 方 と 無関係 に 、 社 会 レベ ル で 、 独 自 
に 、 変 動 が 起き て いる 訳 で は な い 。 


で は 、 社 会 変動 と 同期 し て 起こ る 、 心理 レス テム の 変動 は 、 
具体 的 に 、 ど の 部 分 で 起き て いる の で あろ うか ? 


個々 人 の 学習 や 、 発 明 ・ 発 見 の 結果 が 格納 され る の は 、 可 肌 
性 (変動 可能 性 ) を 持つ 、 心 理 シ ステ ム に お ける 長期 記憶 部 
で あろ うと 思わ れる 。 

個々 人 の 心理 シス テム の 変動 は 、 お そら く 、 長 期 記憶 部 で 、 
ニュ ー ロ ン 同 士 の 配線 が 、 大 きく 変化 する こと で 起き て いる 
の で は な いか ? そし て 、 こ の 配線 の 変動 が 、 社 会 レベ ル の 変 
動 に つなが っ て いる の で は ある まい か ? 


(c) 1999-2000 初出 
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的 。 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 水 sHp TeMna. HejroBedeckKre 
CyIICCTBa TeMHbI. 

Iwao Otsuka (Aug 12, 2020) 生命 は 暗黒 で ある 。 人 間 は 暗 


で ある 。 


Iwao Otsuka (Aug 21, 2020) On Atheism and the Salvation of 
the Soul. Live by neuroscience! 

Iwao Otsuka (Aus 21, 2020) 余 元 神立 受 魂 的 救 唆 。 和 隼 神 
勾 科 学生 存 ! 

Iwao Otsuka (Aug 21, 2020) O6 arer3Me crraceHMM IITM. 
水 B HeBDOJOTIeM! 

Iwao Otsuka (Aug 21, 2020) 無神論 と 魂 の 救済 に つい て 。 
脳神経 科学 で 生き よう ! 


Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) Dryness. Wetness. Sensation of 
humndity. Perception of humidity. Personality Humidity. Socal 
Humidity. 

Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) 干 性 。 湿 人 気 。 湿 度 的 感覚 。 対 
混 度 的 感知 。 性 格 混 度 。 社 会 湿度 。 

Iwao Otsuka (Aug 24, 2020) Cyxocrps. Mokpora. CeHcartr 
BJI4KHOCTIMI. BOCITDMTHe BJIaKHOCTI. JIHHOCTH 色 
BaKHOCTb. COLLHaJIbHa BLA2KHOCTb. 

Iwao Otsuka (Aug 24, 2020)0 ドラ イ さ 。 ウェット さ 。 混 度 


の 感覚 。 湿 度 の 知覚 。 性格 の 湿度 。 社 会 の 湿度 。 


Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) Gases and hqunds. Classification 
of behavior and society. Applications to life and humans. 
Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) 気体 和 液 体 。 行 入社 会 的 分 
和美 。 在 生活 和 人 美 中 的 成 用 。 

Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) Ia3Er 水 LKOcTI. 
KaccrDHKaTtr IIOBe ル CH I OOILCCTBa. IIDrMeHeHrMe K 

水 I3HLH II HCJTOBGKYV. 

Iwao Otsuka (Aug 26, 2020) 気体 と 液体 。 行 動 や 社会 の 分 
類 。 生 命 や 人 間 へ の 応用 。 


Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) Elements of Iivability. 
Functionalhism of life. Society as hfe. 

Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) 家 居 的 要素 。 生 活 的 功能 主 尺 。 
社会 即 生活 。 

Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) う jreweHrpr 6aTOyCcTDOeHHOCTI. 
①yHKrtrOHaJTbHOCTb 汽 I3H. ひ 0recTBO KaK 3Hb. 

Iwao Otsuka (Sep 3, 2020) 生き や すさ の 素 。 生 命 の 機能 主 
義 。 生 命 と し て の 社会 。 


Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) The laws of history. History as a 
system. History for life. 

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) 太 史 的 規律 。 訪 史 是 一 介 系 銃 。 
万 史 的 生命 。 

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) 3akogpr rcroprr. MIcroprg kak 
CHCTeMa. 上 CTODM Ha BCFO 水 H3Hb. 

Iwao Otsuka (Sep 4, 2020) 歴史 の 法則 。 シ ステ ム と し て の 
歴史 。 生命 に と っ て の 歴史 。 


Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Social Theory of Maternal 
Authority. A Society of Strong Mothers. Japanese Society as a 
Case Study. 

Iwao Otsuka (Sep 20, 2020) 母 恭 羽 威 的 社会 理 傘 。 紛 母 
泰 的 社会 。 以 日 本 社会 丸 介 案 研究 。 

Iwao Otsuka (Sep 20, 2020) CorrrajrbHa TeOD 
MaTeDIHCTBa: OOImecTBO crTbHbIX MaTeDG 黄 . ITOHCKOe 
OOIecTBO KaK TDIHMCD. 

Iwao Otsuka (Sep 13, 2020) 母 権 社会 論 - 強い 母 の 社会 。 
事例 と し て の 日 本 社会 。 - 


Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Mechanisms of Japanese society. 
A society of acqured settled groups. 

Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) 日 本 社会 的 机 制 。 后 天 定 居 群 
体 的 社会 。 

Iwao Otsuka (Sep 21, 2020) Mexagrr3Mpr arrOHcKoro 
o0mecTBa. OOmmecTBo TDIO0DeTeHHpIX OCe ル JIbIX TDyITT. 

Iwao Otsuka (Aus 28, 2020) 日 本 社会 の メカ ニズム 。 後 天 
的 定住 集団 の 社会 。 


Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) Inertal Society 

Iwao Otsuka (Oct 23, 2020) 慎 性 社会 (中 文 版本 ) 
Iwao Otsuka (Oct 25, 2020) rgHeprrrogHoe o0rmecTBo 
Iwao Otsuka (Oct 23, 2020) 慣性 社会 (日 本 語 版 ) 


Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) Neurosociology 

twao Otsuka (Oct 27, 2020) 神 生 社 会 学 (中 文 版本 ) 
Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) Hepocorrrojrorrg 

Iwao Otsuka (Oct 27, 2020) 神経 社会 学 (日 本 語 版 ) 


Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) From transportation-centric 
society to communication-centric society. The Progress of 
Transition. 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) 以 交通 涼 中 心 的 社会 向 以 通 
信 訪 中心 的 社会 。 特 型 的 送 展 。 

Iwao Otsuka (Oct 29, 2020) Or o6rmecTBa, ODMeHTIDOBaHHOTO 
H8 TDaHCIIODT, K OOIICCTBY。 ODHCHTHDOBaAHHOMY Ha 
KOMMYHIKaTIH. ITDOTDecc TeDeXOIHOTO TDMO ル 8. 

twao Otsuka (Oct 29, 2020) 交通 中 心 社会 か ら 通信 中 心 社 
会 へ 。 移 行 の 進展 。 


Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) The Sociology of the Individual - 
The Elemental Reduction Approach. 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 介 人 社会 学 - 元 素 乏 原 法 。 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Corrgororrg mdHOcTI 

- づ JICMeHTHbIM IIOLXO ル K COKD8IIICHIEFO. 


Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 個人 の 見 える 社会 学 - 要 素 
呈 2 ツー チー 





Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) Introducton Of A White Tax To 
Counter Discrimination Against Blacks. 

Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) 引 入 白人 税 以 打 十 対 凌 人 的 岐 祝 
Iwao Otsuka (Nov 9, 2020) BBeerrre 0eOrO HaJIOTa JI 
TIDOTMBOICICTBMI IHCKDIMIHaTIHIH HCDHbIX 


Iwao Otsuka (Noy 9, 2020) 愚 人 差別 対策 と し て の 白人 税 


導入 





Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) Personality and sensation, 
perception. Light and dark. Warm and cold. Hard and soft. 
Loose and tight. Tense and relaxed. 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) 人 格 王 感 党 、 知 党 。 明 選 暗 。 


温暖 窯 冷 。 便 和 次 。 松 吾 系 。 味 路 吾 放 松 。 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) JIzgrocTb oyrmeHrg, 
BOCIIDITIC. じ BeTJIOG ITEMHOG. 1eIIO I XOJIO ル HO. 1BeDbIM 
II MTKIL. し BOOO ル HbIM II TVTO 中 . 日 arrDOKeHH5IM 
DacCCJIa0JIeHHprL. 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) 性 格 と 感覚 、 知 覚 。 明 暗 。 温 


冷 。 條 軟 。 緩 さと きつ さ 。 味 張 と リラ ックス 。 


Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) Motherhood and Fatherhood. 
Maternal and paternal authority. Parents and Power. 

Iwao Otsuka (Noy 21, 2020) 母性 父性 。 母 和 父 枚 。 父 
母 故 力 。 
Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) MareprHcrBo  OTItOBcTBO. 
IMareDrrHcKa IOTIIOBCKa 和 BIACTb. POIMITGJIH I BIIaCT5. 

Iwao Otsuka (Noy 22, 2020) 母性 と 父性 。 母 権 と 父 権 。 親 
と 権力 。 





Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) Sex differences and sex 
discrimination. They cannot be ehmnated. Social mitigation 
and compensation for them. 

Iwao Otsuka (Dec 13, 2020) 性 別 差 兄 和 性 列 岐 祝 。 何 元 
法 消除 。 対 記 仙 行 社会 緩解 和 社 位 。 

Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) IIooBpre pa3Jmrrdrg 
AICKDYIMMHaIIK ITO ITOTOBOMY TDI3HaAKY. OH He MOTyT ObrTb 
YCTDaHeHpI. じ OLKaJIbHOC CMTHCHIIC HI KOMIICHCaIILH 38 HIX. 


Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) 男女 の 性 差 と 性 差別 。 そ れ ら 
は 無く せな い 。 そ れ ら へ の 社会 的 な 緩和 や 補償 。 


Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) Mechanisms of acquired settled 
group socleties. Female domnance. 


Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) 后 天 定 居 和 群体 社会 的 机 制 。 女 
性 主 号 地 位 。 


Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) MexagrrsMpr o0mrecrBg 
TDIHO0peTeHHpIX OCeJIbIX TDYIII. 用 OMHIDOBaHMe KCHITIMH. 
Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) 後天 的 定住 集団 社会 の メカ ニ 
ズム 。 女 性 の 優位 性 。 


Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) Ownership and non-ownership of 
resources. Their advantages and disadvantages. 


Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) 容 源 的 所 有 和 考 所 有 。 其 
利隆 。 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) BjraeHrre He BaeHre 
DecyDcaMr. MTx TrDertMyIteCTBa I HeIOCTaTKI. 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) 資源 の 所 有 と 括 所 有 。- そ の 利 
思 と 欠点 。 


7 いい \ 


Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) Wealth and poverty. The emergence 
of economlc disparity. Causes and solutions. 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) 財 富 選 盆 窟 。 委 済 差 距 的 出現 。 
原因 和解 過 小 法 。 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) bjrarorrorydre 0erHocTb. 
IIOgBJreHYe 9KOHOMIHCCKOTO HeDaBeHCTBa. IIDrrHp 
DerleH 和 . 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) 富裕 と 貧困 。 経 済 的 格差 の 発 
生 。 そ の 原因 と 和解 消 法 。 


Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) Social delhnquents. A true 
delinquent. The difference between the two. 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会 不良 分 子 。 真 正 的 不良 分 
子 。 商 者 之 同 的 区 列 。 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) CorrgajrpHbre TIDecTYIIHMKI. 
HacTogTTLHM ITDeCTYTIHMK. Pa3HrMIIa Me 水 刀 Y HHMM. 


Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会 的 な 不良 者 。 真 の 不良 者 。 


両者 の 違い 。 


Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) How to enjoy game music VideoSs. 
Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) 如何 大 賞 湾 世 音 示 祝 頻 。 

Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) Kak acra 水 aTbC4 HTDOBbIMI 
MY3bIKaJIbHbIMI KJIHITAMI. 

twao Otsuka (Jan 8, 2021) ゲー ム 音 楽 動画 の 楽し み 方 。 


Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) Life worth living. Fulfillmg life. 
The source of them. 

Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 信 得 生活 的 生活 。 充実 的 生 
活 。 他 人 的 源 共 。 

Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 水 r3Hp, OcTOMHa 水 3HI. 
IIojrHlorreHHag ※※3Hp. MTcTOdHrk MX. 


Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 生き が い 。 充実 し た 人 生 。 そ 
れ ら の 源 。 


私 の 書籍 の 内 容 。 そ れ ら の 自動 翻訳 の 
プロ セス に つい て 。 


こ 訪 問 あ り が と う ご ざ いま す ! 


私 は 本 の 内 容 を 頻繁 に 改訂 し て いま す 。 

その た め 、 読 者 の 旨 様 に は 、 随 時 サイ ト を 訪れ て いた 
だ き 、 新 刊 や 改訂 版 の 書籍 を ダウ ン ロ ー ド し て いた だ 
く こ と を お 勧め し て いま す 。 


自動 徳 訳 に は 以下 の サー ビス を 利用 し て いま す 。 


DeepL プロ 
https://www.deepl.com/translator 


本 サー ビス は 以下 の 会 社 が 提供 し て いま す 。 
DeepL GmbH 

私 の 本 の 原語 は 日 本 語 で す 。 

私 の 本 の 自動 翻訳 の 順序 は 以下 の 通り で す 。 


日 本 語 一 英語 中 国語 、 ロ シア 語 


どう ぞ お 楽し み 下 さい ! 
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